
平成™›年˜月š—日 月曜日 (号外第™˜号)官 報

（
介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の
納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
中
「
第
百
十
五
条
の
四
十
四
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十

六
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
中
「
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
」
に
、「
一
万
分
の
四
」
を
「
十
万
分
の
三
十
七
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」

に
改
め
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を
「
介
護
予
防
等
事
業
医
療

保
険
納
付
対
象
額
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
介
護
予
防
事
業
に
」
を
「
介
護
予
防
等
事
業
に
」
に
、「
介
護
予
防

事
業
費
額
」
を
「
介
護
予
防
等
事
業
費
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
介
護
予
防
事
業
費
額
」
を
「
介
護
予
防
等

事
業
費
額
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を
「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
に
改
め

る
。第

十
条
の
見
出
し
中
「
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」

に
改
め
、
同
条
中
「
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
を
「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」に
、

「
介
護
予
防
事
業
費
額
」
を
「
介
護
予
防
等
事
業
費
額
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
、
第
十
二
条
第
二
項
の
表
及
び
第
十
三
条
の
二
第
二
号
中
「
介
護
予
防
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」

を
「
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
に
改
め
る
。

（
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
部
分
）

第
一
条
の
六
の
二

法
第
十
条
の
四
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
部
分
は
、
介
護
保
険

法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
日
常
生
活
上
の
世
話
に
係
る

部
分
と
す
る
。

第
一
条
の
十
二
の
見
出
し
中
「
第
十
四
条
の
四
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
四
条

の
四
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
二
項
」
に
、「
費
用
を
い
う
。
た
だ
し
、」を
「
費
用
（
」
に
改
め
、「
除
く
。」の
下
に「
）

と
す
る
。」を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
の
二
中
「
同
条
第
七
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
裏
面
中
「
第
二
十
九
条
第
六
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
九
項
及
び
第
十
一
項
」
に
改

め
る
。

別
記
様
式
第
二
の
二
裏
面
中
「
６
」
を
「
９
」
に
、「
７
」
を
「
10
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
二
の
三
裏
面
中
「
第
三
十
一
条
の
四
」
を
「
第
三
十
一
条
の
五
」
に
、「
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、」

を
「
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
四
項
中
」
に
、「「
第
一
項
」」を
「
、「
第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
」」に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
三
を
削
る
。

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
都
道
府
県
」
の
下
に「（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二

条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の

中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。）に
あ
っ
て
は
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
第
五
項
中
「
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
九
十
八
条
第
四
号
中
「
第
八
条
第
十
六
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
四
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
指
定
都
市
及
び
中
核
市
に
あ
っ
て
は
、
指
定
都
市
又
は

中
核
市
の
市
長
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
一
条
の
十
三
中
「
第
十
四
条
の
四
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
二
項
」
に
、「
同
条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、「
前
払

金
」
の
下
に「（
次
条
に
お
い
て
「
前
払
金
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
家
賃
等
の
前
払
金
の
返
還
方
法
）

第
一
条
の
十
三
の
二

法
第
十
四
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
一
定
の
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

入
居
者
の
入
居
後
、
三
月
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了

し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
月

二

入
居
者
の
入
居
後
、
前
払
金
の
算
定
の
基
礎
と
し
て
想
定
し
た
入
居
者
が
入
居
す
る
期
間
が
経
過
す
る
ま
で

の
間
に
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て

は
、
当
該
期
間

２

法
第
十
四
条
の
四
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
四
条
の
四
第
二
項
の
家
賃
そ
の
他
第
一
条
の
十
二
に
規

定
す
る
費
用
（
次
号
に
お
い
て
「
家
賃
等
」
と
い
う
。）の
月
額
を
三
十
で
除
し
た
額
に
、
入
居
の
日
か
ら
起
算

し
て
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
乗
ず
る
方
法

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
日

以
降
の
期
間
に
つ
き
日
割
計
算
に
よ
り
算
出
し
た
家
賃
等
の
金
額
を
、
前
払
金
の
額
か
ら
控
除
す
る
方
法

第
二
十
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
四

削
除

第
二
十
条
の
五
第
八
号
中
「
第
二
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

八
の
二

法
第
二
十
九
条
第
七
項
に
規
定
す
る
保
全
措
置
を
講
じ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

第
二
十
条
の
九
の
見
出
し
中
「
第
二
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十

九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
七
項
」
に
、「
費
用
を
い
う
。
た
だ
し
、」を
「
費
用
（
」
に
改
め
、「
除
く
。」の
下

に
「
）
と
す
る
。」を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
十
中
「
第
二
十
九
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
家
賃
等
の
前
払
金
の
返
還
方
法
）

第
二
十
一
条

法
第
二
十
九
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
一
定
の
期
間
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

入
居
者
の
入
居
後
、
三
月
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了

し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
月

二

入
居
者
の
入
居
後
、
一
時
金
の
算
定
の
基
礎
と
し
て
想
定
し
た
入
居
者
が
入
居
す
る
期
間
が
経
過
す
る
ま
で

の
間
に
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
場
合
（
前
号
の
場
合
を
除
く
。）に
あ
つ
て

は
、
当
該
期
間

２

法
第
二
十
九
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
二
十
九
条
第
七
項
の
家
賃
そ
の
他
第
二
十
条
の
九
に
規
定

す
る
費
用
（
次
号
に
お
い
て
「
家
賃
等
」
と
い
う
。）の
月
額
を
三
十
で
除
し
た
額
に
、
入
居
の
日
か
ら
起
算
し

て
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
日
ま
で
の
日
数
を
乗
ず
る
方
法

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
契
約
が
解
除
さ
れ
、
又
は
入
居
者
の
死
亡
に
よ
り
終
了
し
た
日

以
降
の
期
間
に
つ
き
日
割
計
算
に
よ
り
算
出
し
た
家
賃
等
の
金
額
を
、
一
時
金
の
額
か
ら
控
除
す
る
方
法
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